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Ⅰ 令和３年度の業務実績評価について 

 

 長岡市公立大学法人評価委員会は、「公立大学法人長岡造形大学 各事業年度の業務実績

評価（年度評価）実施要領」に基づき、公立大学法人長岡造形大学（以下、「法人」という。）

の令和３年度における業務の実績に関する評価を行った。 

 令和２年度から令和７年度までの第２期中期計画の２年目の業務実績の評価に当たり、全

体に関わる特殊事情として、令和元年度終盤から始まった新型コロナウイルス感染症のまん

延がもたらしているコロナ禍の様態を考慮する必要がある。 

 コロナ禍により感染防止対策の徹底が求められるなか、長岡造形大学は、学生と職員の感

染防止を最優先としつつ、できる限りの工夫をもって教育研究、学生支援の質を維持すると

ともに地域との連携活動を積極的に行ってきたことに対し評価を行ったところである。 

 

１ 評価に関する基本的な考え方 

(1) 評価は、教育研究の特性、自主性、自律性に配慮しつつ、法人の継続的な質的向上 

に資するものとする。 

(2) 評価は、中期目標・中期計画の達成状況を踏まえ、法人の業務実績全体について総合的に 

行う。 

(3) 評価は、一連の過程を通じて、法人の状況を分かりやすく示し、社会への説明責任 

を果たすものとする。 

(4) 評価は、法人が自主的に行う組織・業務全般の見直しや次期の中期目標・中期計画 

の検討に資するものとする。 

(5) 評価にかかる業務が法人の過度の負担とならないように留意する。 

(6) 評価の仕組みについては、必要に応じて工夫・改善を行う。 

 

２ 評価方法 

業務実績評価は、「全体評価」、「大項目別評価」、「事業単位・指標単位評価」によ

り行った。 

・全体評価 

大項目別評価及び事業単位・指標単位評価の結果を踏まえ、法人の中期目標の達成に

向けた中期計画全体の進捗状況を総合的に勘案して評価を行った。 

・大項目別評価 
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事業単位・指標単位評価の結果を踏まえ、４つの大項目ごとに、中期計画の進捗状況

について評価を行った。 

・事業単位・指標単位評価 

年度計画に記載された事項ごと（事業単位）及び評価指標ごと（指標単位）の実施状

況または達成状況を確認し、評価を行った。 

   ※令和３年度においては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止にした事業で、

評価基準における評定や標語を付すことが適当でないものについては、評価基準の評

定を「評価なし」とし、評価の対象から除外した。 
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Ⅱ 評価結果 

 

１ 全体評価 

(1) 評価結果 

中期計画の進捗は順調である 

 

 

 (2) 評価理由 

大項目（４区分）別評価の「第１ 教育に関する目標」及び「第２ 研究に関する

目標」、「第４ 業務運営等に関する目標」については、令和３年度業務実績で年度

計画を上回る取組が多く認められた点などを総合的に勘案し『Ａ 中期計画の進捗は

順調』と判断した。 

また、「第３ 地域貢献に関する目標」については、令和３年度の取組の多くが年

度計画どおりに実施されていることに加え、地域貢献に関する研究・プロジェクトは

目標を大きく上回る件数を実施したことなどを総合的に勘案し『Ａ 中期計画の進捗

は順調』と判断した。 

以上のことから、大項目別評価の全てが「Ａ 中期計画の進捗は順調」となってい

ることに加え、教育研究組織の見直しに関する基本方針に基づく令和５年度の学科再

編に向けてディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）、カリキュラム・ポ

リシー（教育課程編成・実施の方針）及びアドミッション・ポリシー（入学者受入れ

の方針）、カリキュラム、入学試験概要、人事配置など根幹となる事項について決定

したことなどを総合的に勘案し、(1)の評価が相当と判断した。 

大項目別評価 

大項目（４区分） 
評価
結果

Ｓ 
 

中期計画
の進捗は
優れて 
順調 

Ａ 
 

中期計画
の進捗は
順調 
 

Ｂ 
 

中期計画
の進捗は
概ね順調

 

Ｃ 
 

中期計画
の進捗は
やや遅れ
ている 

Ｄ 
 

中期計画
の進捗は

遅れている

第１ 教育に関する目標 Ａ  ○   
 

 

第２ 研究に関する目標 Ａ  〇   
 

 

第３ 地域貢献に関する目標 Ａ  ○   
 

 

第４ 業務運営等に関する目標 Ａ  ○   
 

 

 

 (3) 令和３年度の特筆すべき取組 

【第１ 教育に関する目標】 

 ・教育の成果、内容に関する取組 

  これからの時代の流れを的確に捉え、創造力を備えた人材を輩出するために重要と

なる３つのポリシー（卒業認定・学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針、入

学者受入方針）をまとめあげた。 
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あわせてカリキュラムや入学試験概要、新施設整備基本計画の策定など、学科再編

を着実に進めた。 

  ・長岡市との共同事業である「イノベーター育成プログラム」から制度創設後、初め

て修了生を送り出した。大学院生が自身の専門性に基づく研究と、地域おこし協力

隊としての活動を両立しつつ、デザイン思考に立脚して地域課題の解決や地域資源

の発掘・利活用などにチャレンジする制度は全国的にみても珍しい取り組みであ

り、2021 年度グッドデザイン賞を受賞した。 

・教育の実施体制に関する取組 

 第４アトリエ棟（仮称）等整備基本計画では、新棟設計方針を、令和５年度からの

学科編成を体現しDX時代ならではの空間のデザイン性と可変性を両立する建築、領

域を横断するコミュニケーションを誘発し豊かな発想を生み出す風通しの良い建築

などとし、将来を見据え大学全体の活性化につながる効果的な計画を策定した。 

・学生支援に関する取組 

 心身の健康に不安がある学生に対して、対面や電話だけでなくオンラインを活用し相

談しやすい環境づくりをし、あわせて職員・カウンセラーが連携し学生に寄り添った

対応をしている。 

また、障がい学生支援についての研修の実施や、学生からの申し出に対し旧姓及び通

称使用の要領を制定したこと、LGBTQ に関する研修を初めて実施するなど、多くの学

生が自分らしく大学生活を送れるように大学全体で組織的に取り組まれている。 

 

【第２ 研究に関する目標】 

・研究の実施体制に関する取組 

   学生へ市内企業との商品開発の機会を提供した。 

また、KDDI と包括連携協定を締結し、先端技術やデザインの地域活用についての共

同研究、イノベーション人材及び起業家人材育成、地域企業やスタートアップ企業

との連携で取り組む地域課題の解決、地域の生涯教育、地域内資源の活用等につい

て連携する体制づくりを行った。 

 

【第３ 地域貢献に関する目標】 

・地域社会との連携に関する取組 

 令和５年度以降入学者対象カリキュラムの教養科目に、長岡の歴史や風土などを学

べる「長岡学」を設置した。 

・地域貢献の成果に関する取組 

 地域貢献に関する研究・プロジェクト数については、目標値（25 件）を大幅に上回

る 42 件であった。 

 公立化によって地域の大学として改革を進め、企業等との協働プロジェクトやボラ

ンティア等をプログラム化した地域連携型授業を作りあげた成果。さらに、これら

について、すべての学生が必ず受講する科目としたことは地域への貢献度が高い。 

 

【第４ 業務運営等に関する目標】 

  ・施設設備の整備 

第４アトリエ棟（仮称）の整備基本計画では、各スタジオ等におけるスペースの拡

充、専門機材の増設、機能の追加等により授業や作品制作により良い環境作りを指

向した。 
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２ 大項目別評価 

第１ 教育に関する目標 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 (1) 評価理由 

事業単位評価の45項目のうち、31項目がｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、12項目がａ

評価（年度計画を上回る）であった。なお、学生の海外での活動制限と国内への外国人の入国制限に

より、留学生受け入れに関わる事業が実施できず評価なしであった。 

指標単位評価の３項目のうち、１項目が年度計画を概ね実施であったのに加え、２項目が年度計画

を上回る評価であった。 

よって、当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

            

      

 

 

 

 

 

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 評価なし

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

- 

項目数 

45 

 

 

12 

（27％） 

31 

（69％）
 

 

 

2 

（4％） 

        

指標単位 

評価結果 

評定 年度計画

を大幅に

上回る 

年度計画

を上回る 

年度計画

を概ね実

施 

年度計画

を十分に

実施せず

年度計画

を大幅に

下回る 

評価なし

評価の目安 100％超かつ

顕著な成果 
100％超 

80％以上

100％未満

60％以上

80％未満 
60％未満 

- 

項目数 

3 
 

2 

（67％） 

1 

（33％）

 

 

 

 

 

  

 (2)  概況 

○教育の成果、内容に関する目標を達成するための措置 

・これからの時代の流れを的確に捉え、創造力を備えた人材を輩出するために重要となる３つのポリシ

ー（卒業認定・学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針、入学者受入方針）をまとめあげた。 

あわせてカリキュラムや入学試験概要、新施設整備基本計画の策定など、学科再編を着実に進めた。 

地域、国そして地球規模で予期しないことが起きる激動の世の中にあって大学が「造形・表現」と「問

題発見・解決プロセス」の両者を指向するデザインの概念が今後どのように期待されていくかを踏ま

え、時代にあわせて練り直しながら進めていただきたい。 

4％
27％

69％

事業単位評価

ａ ｂ 評価なし

67%

33%

指標単位評価

上回る 実施
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・感染拡大防止対策を徹底し、対面とオンラインのバランスを取りながら授業を実施した。さらに、オ

ンラインの場合は録画ができることや講師の手元をアップで表示できるなどオンラインの良さを活

かした授業を作り上げている。 

・大学院生が自身の専門性に基づく研究と、地域おこし協力隊としての活動を両立しつつ、デザイン思

考に立脚して地域課題の解決や地域資源の発掘・利活用などにチャレンジする制度（イノベーター育

成プログラム）は、全国的にみても珍しい取り組みであり、長岡市との共同事業について、2021年度

グッドデザイン賞を受賞した。学生の研究を深められる機会であり、さらに市外・県外から転入した

学生が地域に入ることで地域への刺激となり、地域貢献につながっている。 

・大学説明会、進学相談会は、感染拡大防止のため、オンラインを活用しながら積極的に行い、例年並

みの志願倍率を確保した。 

また、令和５年度の学科再編に対応するため総合パンフレットの全面改訂作業に着手し、大学の魅力

が伝わるパンフレットを作成した。 

・NaDeC構想に基づき、市内高等教育機関の間の単位互換制度の有効活用に向けて、履修を推薦する科

目を取りまとめたチラシを各大学と連携して作成し学生へ情報提供した。 

単位互換制度を活用した科目は講義形式の授業がほとんどだが、長岡工業高等専門学校との合同授業

では、６日間にわたり両校の学生が混成チームでテクノロジーとデザイン思考を活用しながら課題解

決に取組むグループワークを取り入れた実践的な授業を行った。 

 

○教育の実施体制に関する目標を達成するための措置 

・第４アトリエ棟（仮称）等整備基本計画では、新棟設計方針を、令和５年度からの学科編成を体現し

DX時代ならではの空間のデザイン性と可変性を両立する建築、領域を横断するコミュニケーションを

誘発し豊かな発想を生み出す風通しの良い建築などとし、将来を見据え大学全体の活性化につながる

効果的な計画を策定した。 

・学生が大学内外で授業の受講や制作ができるようにソフトウェアを無料で提供したこと、移動式の中

継キャスターを整備したことでコロナ禍でも安心して修学できる環境づくりを行っている。 

また、プロトタイピングルームで学生が機器の技術を学び、得た技術を他学生に教え制作補助を行え

るようにしたことで、双方の技術の向上、学年・学科を超えた交流が生まれ、お互いに切磋琢磨でき

るためとても良い取組。 

・カリキュラムや入学試験概要、新施設整備基本計画の策定、専任教員の募集など、令和５年度からの

学科再編を着実に進めた。 

 

○学生への支援に関する目標を達成するための措置 

・心身の健康に不安がある学生に対して、対面や電話だけでなくオンラインを活用し相談しやすい環境

づくりをし、あわせて職員・カウンセラーが連携し学生に寄り添った対応をしている。 

また、障がい学生支援についてグループワーク形式で研修を行い理解を深め、学生が安心して修学で

きるよう支援している。 

また、学生からの申し出に対し旧姓及び通称使用の要領を制定したことや、LGBTQ に関する研修を初

めて実施するなど、多くの学生が自分らしく大学生活を送れるように大学全体で組織的に取り組まれ

ている。 

  ・学生からの要望をうけ生理用品の設置やトイレ内の環境改善にも積極的に取り組んでいる。 

引き続き学生の声を聴き環境整備を行っていただきたい。 
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・令和２年度から新たに始まった高等教育修学支援新制度に基づく授業料等減免等、各種制度の情報発

信を積極的に行い、適切に制度を活用し、学生が安心して学べる環境づくりに寄与した。 

また、学生アイデアコンペ受賞アイデアの実現を支援するなど学生の主体的な活動をサポートしてい

る。 

・就職・進学等支援として、学年に応じたガイダンス等の実施や、企業の協力を得てキャリア研究フェ

スを企画し、約 350 人という多くの学生が参加するイベントとなった。 

・就職内定者によるポートフォリオプレゼン会を初めて実施し、自分が志望する業界にあったポートフ

ォリオはどのようなものなのかを知ることができ、さらに実際に就職活動を経験した身近な先輩から

アドバイスをもらえるため、専門分野での就職活動に役立つ内容となっており、これから就職活動を

開始する下級生にとって勉強になる良い機会。 

 

○国際化に関する目標を達成するための措置 

・文部科学省「トビタテ！留学 JAPAN」の採択を受け、トリアー応用科学大学（ドイツ）に１人の留学

派遣及び国際交流事業支援奨学金の給付を決定した。 

 また、学生に対して国際交流の意識を啓発するセミナーや情報提供を行い、海外に興味を持つ学生が

増える取組を続けている。 

 

○教育の成果に関する指標 

・志願倍率については、目標値（3倍）を上回る5.15倍であった。 

・授業評価アンケートの結果、学生の授業内容満足度については、目標値（5段階評価の4）を上回る4.47

（年間平均）であった。 
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第２ 研究に関する目標 

 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 

 (1) 評価理由 

     事業単位評価の10項目のうち、７項目がｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、３項目が

ａ評価（年度計画を上回る）であった。 

     指標単位評価の４項目のうち、１項目が年度計画を概ね実施であったのに加え、１項目が年度計

画を大幅に上回る評価、２項目が年度計画を上回る評価であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

 

       

      

      

      

      

      

 

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 評価なし

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

- 

項目数 

10 

 

 

3 

（30％） 

7 

（70％）
 

 

 

 

        

指標単位 

評価結果 

評定 年度計画

を大幅に

上回る 

年度計画

を上回る 

年度計画

を概ね実

施 

年度計画

を十分に

実施せず

年度計画

を大幅に

下回る 

評価なし

評価の目安 100％超かつ

顕著な成果 
100％超 

80％以上

100％未満

60％以上

80％未満 
60％未満 

- 

項目数 

4 

1 

（25％） 

2 

（50％） 

1 

（25％）

 

 

 

 

 

 

 (2)  概況 

○研究内容及び水準に関する目標を達成するための措置 

・受託研究・共同研究ともに契約件数が前年度より増えている。 

また、特許庁に意匠登録出願し許可されるなど、企業等と連携した研究に積極的に取り組まれている。 

 

○研究の成果に関する目標を達成するための措置 

・コロナ禍により一般観覧は中止となったが、オンラインであることを活かしコンテンツの活用や展示

会場全域を３Ｄスキャニングしヴァーチャル空間に仕立てたことで、オンラインでありながらも実際

に会場を回っているかのように工夫をし、1.7万人もの方が閲覧した。 

30%

70%

事業単位評価

ａ ｂ

25%

50%

25%

指標単位評価

大幅に上回る 上回る 実施

8



 

○研究の実施体制に関する目標を達成するための措置 

・学生へ市内企業との商品開発の機会を提供した。 

また、KDDI と包括連携協定を締結し、先端技術やデザインの地域活用についての共同研究、イノベ

ーション人材及び起業家人材育成、地域企業やスタートアップ企業との連携で取り組む地域課題の解

決、地域の生涯教育、地域内資源の活用等について連携する体制づくりを行った。 

 

○教育研究組織の見直しに関する目標を達成するための措置 

・これからの時代の流れを的確に捉え、創造力を備えた人材を輩出するために重要となる３つのポリシ

ー（卒業認定・学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針、入学者受入方針）をまとめあげた。 

あわせてカリキュラムや入学試験概要、新施設整備基本計画の策定、専任教員の募集など、学科再編

を着実に進めた。 

 

○研究の成果に関する指標の目標値 

・地域貢献に関する研究・プロジェクト数については、目標値（25件）を大幅に上回る42件であった。 

公立化によって地域の大学として改革を進め、企業等との協働プロジェクトやボランティア等をプロ

グラム化した地域連携型授業を作り、すべての学生が必ず受講する科目としてきた成果。 

・外部研究資金の申請件数については、目標値（15 件）を上回る 17 件であった。 

・外部研究資金の獲得件数については、目標値(5 件)を上回る 12 件であった。 
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第３ 地域貢献に関する目標 

 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 

 (1) 評価理由 

     事業単位評価の12項目のうち、９項目がｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、２項目が

ａ評価（年度計画を上回る）であった。 

なお、不特定多数の市民が参加する市民工房については感染拡大防止のため中止したため、評価

なしであった。 

指標単位評価では、４項目のうち、１項目が年度計画を概ね実施であったのに加え、１項目が年

度計画を大幅に上回る評価であった。なお、市民工房については感染拡大防止のため中止、小中高

生を対象とした講座の開催については感染拡大防止のため人数を制限して実施したため、評価なし

であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

 

      

      

      

 

      

      

      

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 評価なし

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

- 

項目数 

12 

 

 

2 

（17％） 

9 

（75％）
 

 

 

1 

（8％） 

        

指標単位 

評価結果 

評定 年度計画

を大幅に

上回る 

年度計画

を上回る 

年度計画

を概ね実

施 

年度計画

を十分に

実施せず

年度計画

を大幅に

下回る 

評価なし

評価の目安 100％超かつ

顕著な成果 
100％超 

80％以上

100％未満

60％以上

80％未満 
60％未満 

- 

項目数 

4 

1 

（25％） 

 

 

1 

（25％）

 

 

 

 

2 

（50％）

 

 (2)  概況 

○地域社会との連携に関する目標を達成するための措置 

・受託研究・共同研究ともに契約件数が前年度より増えている。特許庁に意匠登録出願し許可されるな

ど、企業等と連携した研究に積極的に取り組まれている。 

17％

75%

8%

事業単位評価

ａ ｂ 評価なし

25％

25％

50%

指標単位評価

大幅に上回る 実施 評価なし
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また、長岡工業高等専門学校との合同授業では、６日間にわたり両校の学生が混成チームでテクノロ

ジーとデザイン思考を活用しながら課題解決に取組むグループワークを取り入れた実践的な授業を

行った。 

そのほか NaDeC 構想を推進する７団体が協力し「長岡学」の試行講座を開催するなど、複数の大学が

あり学生が多い地域性を活かした取組を積極的に行っている。 

 

〇産業振興に関する目標を達成するための措置 

・市職員や企業、一般の方など社会人を対象にした研修等を通してデザイン教育を行っている。 

 

○若者の長岡への定着に関する目標を達成するための措置 

・長岡は４大学１高専があり県内外から学生が集まるまちのため、令和５年度以降入学者対象カリキュ

ラムの教養科目に「長岡学」を設置し講義を通して長岡の歴史や風土などを学べる良い機会であり素

晴らしい取組み。 

 

○地域貢献の成果に関する指標 

・地域貢献に関する研究・プロジェクト数については、目標値（25件）を大幅に上回る42件であった。 

 公立化によって地域の大学として改革を進め、企業等との協働プロジェクトやボランティア等をプロ

グラム化した地域連携型授業を作りあげた成果。さらに、これらについて、すべての学生が必ず受講

する科目としたことは地域への貢献度が高い。 
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第４ 業務運営等に関する目標 

 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 

 (1) 評価理由 

    30項目のうち、23項目でｂ評価（年度計画を概ね実施）であったのに加え、６項目がａ評価（年度

計画を上回る）であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

      

      

 

 

      

      

      

      

 

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 評価なし

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

- 

項目数 

30 

 

 

6 

(20%) 

23 

（77％）
 

 

 

1 

（3％） 

 

 (2)  概況 

    〇業務運営の改善に関する目標を達成するための措置 

  ・コロナ禍における新しい働き方を見据え、業務内容に応じた在宅勤務や事務局の分散化を積極的に行

っている。システムや機器の貸し出し等により通常勤務に近い環境整備を行ったことで集団感染防止

と職員の家庭と仕事の両立に寄与した。 

   

  〇自己点検・評価及び情報公開の推進に関する目標を達成するための措置 

  ・情報公開の推進として、Web サイトの特集ページに記事を追加したことがユーザー数増加につながっ

た。また、キービジュアルの制作やホームページに特設サイトを設置するなど、令和５年度からの学

科再編について学内外に積極的に情報発信を行っている。 

 

  〇その他業務運営に関する目標を達成するための措置 

  ・施設の整備・活用において、第４アトリエ棟（仮称）の整備基本計画では、各スタジオ等におけるス

ペースの拡充、専門機材の増設、機能の追加等により授業や作品制作により良い環境作りを指向した。 

また、既存施設では新学科体制での授業に対応できるようアトリエや工房を改修するとともに、ゼミ

室の増設やプリンティングルームの設置などにより修学環境がより充実することが見込まれる。 

20％

77%

3%

事業単位評価

ａ ｂ 評価なし
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  ・学生が大学内外で授業の受講や制作ができるようにソフトウェアを無料で提供したこと、移動式の中

継キャスターを整備したことでコロナ禍でも安心して修学できる環境づくりを行っている。 

    ・安全管理としては、カウンセリングの際はオンラインも活用するなどコロナ感染対策を確実に行って

いる。あわせて市が実施するコロナワクチン集団接種の周知、接種希望者のとりまとめをし、さらに

接種後の副反応への対応として接種日の翌日を休講にするなど希望する学生や教職員が接種を受け

やすい環境づくりも行った結果、高い接種率となった。 

また、令和２年度に引き続きインフルエンザ予防接種の費用補助を行い、安心して修学できるよう支

援した。 

13
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Ⅲ 参考資料 

 

１ 公立大学法人長岡造形大学 第２期中期目標（令和２年度～令和７年度） 

 

前文 

長岡造形大学は、平成６年の開学以来、新しい時代・社会を担う人材の養

成と、地域社会と協力しながら、地域課題の解決や地域資源の発掘などに取

り組んできた。 

人口減少をはじめとする様々な問題や人工知能に代表される科学技術の

進歩により、社会はあらゆる分野で転換期を迎えようとしている。このようななか、

豊かな感性と確かな表現力によって思いを形創る「造形・表現」としてのデザイ

ンとともに、総合的な幅広い視野と深い洞察力で社会が抱える問題の本質を

とらえ、構想と試行検証を経て解決策を提示する「問題発見・解決プロセス」と

してのデザインを探求し、人々の生活や産業に新たな価値を創り出すことので

きる創造的人材の養成が求められている。 

そして、「造形を通して真の人間的豊かさを探求し、これを社会に還元する

ことのできる創造力を備えた人材を養成する」という建学の理念を体現し、地

域はもとより、我が国及び世界の発展に貢献する人材を輩出していくことは、

「米百俵の精神」を大切にする長岡市民の願いである。 

長岡市は、公立大学法人長岡造形大学が、自律的、弾力的、効率的な大

学運営を行い、公立大学の使命である地域貢献活動に力点を置きながら、市

民に支持される魅力ある大学として成長していくために、次の点を基本に中期

目標を定める。 

 

 

１ 地域社会を実践的な学びの場としつつ、デザインに関する知識、感性、技

術・技能に加えて、ものごとに対する幅広い視野を養い、「造形・表現」としての

デザイン力と、「問題発見・解決プロセス」としてのデザイン力を身に付け、人

間的に豊かな社会の実現に貢献できる人材を養成すること。 

 

２ 時代や社会の要請に応える実用的かつ実践的な研究を地域社会と協働で

進めるとともに、高度な専門性に基づくデザインの知識と技術の向上とデザイ

ンの役割や対象領域の拡大を幅広く探求すること。 

  

３ 市民、企業、教育機関、自治体との連携を強化し、それぞれの特長を生か

しながら協働して、デザインを通じ地域課題の解決や新たな地域価値の創造

に貢献すること。さらに、そのプロセスや成果は地域にとどまらず、広く我が国

及び世界に発信し波及させること。 

 

４ 大学を取り巻く社会情勢の変化に迅速かつ的確に対応できる運営体制を

確立するため、公立大学法人制度の特性を生かし民間的手法を取り入れなが

ら、健全で効率的な大学運営を行うこと。 

 

第１ 中期目標の期間及び教育研究上の基本組織 

 １ 中期目標の期間 

     令和２年４月１日から令和８年３月３１日までとする。 

  

２ 教育研究上の基本組織 

この中期目標を達成するため、次のとおり教育研究上の基本組織を置

く。 

学部 造形学部 

大学院研究科 造形研究科 

研究機関 地域協創センター 
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第２ 教育に関する目標 

 １ 教育の成果、内容に関する目標 

（１）学士課程における教育 

社会の要請を的確に認識し、様々な問題に対して創造的な解決策を提

示するために必要な構想力と造形力を備えた人材を養成する。 

 

（２）大学院課程における教育 

デザインの対象領域の拡大に対応しつつ、深く理論と応用を学び、新た

な価値を創造するために必要な高度な専門性や深い洞察力、企画・調整

力を備えた人材を養成する。 

 

（３）入学者受入方針 

建学の理念及び教育目標の実現に向けて、目的意識や向学心が高く、

優れた資質を有する人材を積極的に受け入れる。 

 

（４）教育課程 

    各専門分野の特性、学士課程と大学院課程の連続性等に留意しつつ、

「造形・表現」としてのデザインと「問題発見・解決プロセス」としてのデザイ

ンを体系的に学ぶためのカリキュラムを編成する。 

    

（５）教育方法 

    学内にとどまらず、実践経験を通じて構想力、造形力を身に付ける地域

社会と密着したデザイン教育や学生の主体的な学修を重視した教育に力

点を置いて取り組む。また、より高い教育成果を目指して、授業形態、指導

方法を不断に見直す。 

 

（６）成績評価 

教育の質及び公正な評価を確保するため、学位授与基準と成績評価基

準を厳格に運用する。 

 

２ 教育の実施体制に関する目標 

（１）教員の適切な配置と教育力の向上 

   質が高く、きめ細やかな教育を実現するため、専門性や企画・調整力の

高い教員を適切に配置する。また、教員の教育力の向上を図るための組織

的な取り組みを推進する。 

  

（２）教育環境の整備 

   教育内容の変化や技術の進展に対応し、費用対効果に留意しつつ、施

設設備など教育環境の充実を図る。また、経年による機能低下に対応し、

適切な維持管理・更新に取り組む。 

 

 （３）教育活動の評価及び改善 

教育活動について、学生授業評価等を踏まえた内部検証を行うとともに、

外部による客観的な評価を実施し、それらの結果を教育活動に反映させ改

善を図る。   

 

 （４）教育研究組織の見直し 

時代の変化に対応しつつ常にデザインに対する社会の要請や学修需

要に的確に応えていくとの観点から、不断に教育研究組織の在り方を検証

し、その結果を踏まえて適切に見直しを行う。 

  

３ 学生への支援に関する目標 

 （１）修学・生活支援  

学内外での学生の活動状況に目配りし、学生が安心して充実した生活

を送れるよう、心身の健康管理、生活相談などを行うとともに、学習意欲の

維持・向上や困難の解消に向けたきめ細やかな修学支援を行う。 

    

（２）就職・進学等支援 

学生が適切に進路選択を行えるよう、低学年次からキャリア形成教育を実

施するとともに、個々の状況に即した情報提供や助言など充実した就職・進
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学支援等を行う。 

 

４ 国際化に関する目標 

国際的な視野を持つ人材や海外で活躍することのできる人材の育成を

図るため、国際交流協定締結校との間での交換留学等の相互交流や、国

際的な発表の場への積極的な参加を推進する。また、広く留学生の受入

れを進める。 

 

 

第３ 研究に関する目標 

１ 研究の内容及び水準に関する目標 

   「造形・表現」及び「問題発見・解決プロセス」の両面において、デザイン

の質の向上と可能性の拡大を幅広く探求するとともに、時代や社会の要請

に応える実用的かつ実践的な研究を進める。 

  

 ２ 研究の成果に関する目標 

    研究成果の有効活用を図るため、蓄積された教員・学生の研究成果を

体系的に整理し、幅広く公開する。 

 

３ 研究の実施体制に関する目標 

研究力の深化を図るため、地域の企業、高等教育機関、自治体、コミュ

ニティ等との連携を強化し、その研究成果を発信することにより、様々な研

究課題に取り組むための体制や、外部からの支援・協力を得ることが可能

な研究実施体制を構築する。また、学内にとどまらず、まちなかでの実践

的な研究が実施できるよう、環境を整備する。 

   

 ４ 教育研究組織の見直しに関する目標 

時代の変化に対応しつつ常にデザインに対する社会の要請や学修需

要に的確に応えていくとの観点から、不断に教育研究組織の在り方を検証

し、その結果を踏まえて適切に見直しを行う。[再掲] 

 

 

第４ 地域貢献に関する目標 

１ 地域社会との連携に関する目標 

地域社会と協働し、デザインを通じた地域課題の解決や新たな地域価

値の創造を目指す。また、子どもから大人まで生涯にわたる学習機会を

提供し、文化活動の振興に貢献する。 

 

２ 産業振興に関する目標 

企業、自治体、教育機関、金融機関等と連携し、研究成果や人的資源

を生かして事業支援を行うことで、地域の産業振興に貢献する。 

 

３ 若者の長岡への定着に関する目標 

市内在住の高校生及び市内高校出身者の積極的な受入れを図る。ま

た、卒業後における長岡への定着促進にも資するよう、市内企業及び自

治体と連携した学生及び卒業生に対するキャリア形成支援に取り組む。 

  

 

第５ 業務運営等に関する目標 

１ 業務運営の改善に関する目標 

（１）運営体制の改善 

     公立大学法人制度の特性を生かした自律的、弾力的、効率的な大学

運営を行う。 

 

 （２）適正な人事の実施 

     職員の意欲を高めつつ、教育研究活動や業務運営の質的向上等を

図るため、評価制度を不断に見直しつつ、適正な人事を行う。 

     

（３）事務の効率化及び合理化 

     事務職員の資質と能力を高めるとともに、事務処理の効率化及び合理
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化に取り組む。 

 

 ２ 財務内容の改善に関する目標 

   （１）経営の安定化に向けた自己収入の確保 

学生納付金による収入については、適切な金額設定により、安定した

収入の確保に努める。また、競争的研究資金、受託研究、共同研究、寄

付金、受講料等の外部資金の獲得に積極的に取り組む。 

    

（２）予算の効率的な執行 

    教育研究の水準の維持向上に配慮しながら、業務運営の徹底した効率

化と合理化により経費節減に努める。 

 

（３）資産の適正な運用管理 

    所有する資産について、常に正確に状況を把握するとともに、効果的な

活用方法を検討し、適正な運用管理を行う。 

     

 ３ 自己点検・評価及び情報公開の推進に関する目標 

 （１）自己点検・評価 

教育研究及び業務運営の改善に資するため、自己点検・評価の定期

的な実施とともに、第三者機関による外部評価を受け、結果を公表する。 

 

   （２）情報公開の推進 

     社会に対する説明責任を果たすとともに、広く大学への理解と支持を

得るため、教育研究活動、地域貢献活動及び運営状況について積極的

な情報発信に取り組む。 

   

４ その他業務運営に関する目標 

（１）社会的責任を果たすための取り組み 

   公立大学法人としての社会的責任を果たすため、法令遵守の徹底や環

境配慮の実践等に組織的に取り組む。 

 

（２）施設設備の整備、活用 

     教育内容の変化や技術の進展に対応し、費用対効果に留意しつつ、

施設設備など教育環境の充実を図る。また、経年による機能低下に対応

し、適切な維持管理・更新に取り組む。[再掲] 

また、施設設備の有効活用を図る。 

 

（３）安全管理 

学内の安全衛生管理の向上に努めるとともに、様々なリスクを想定して

危機管理に取り組む。 
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Ⅲ 参考資料 

 

２ 公立大学法人長岡造形大学 各事業年度の業務実績評価（年度評価）実施要領 

 

１ 趣旨 

この要領は、地方独立行政法人法第 78 条の２の規定及び当該規定に基

づき定められた市規則（公立大学法人長岡造形大学の業務運営並びに財

務及び会計に関する規則）に基づき、長岡市公立大学法人評価委員会（以

下「評価委員会」という。）が行う公立大学法人長岡造形大学（以下「法人」と

いう。）の各事業年度の業務実績に関する評価（以下「年度評価」という。）を

適切に行うため、評価の実施に関して必要な事項を定めるものである。 

 

２ 評価の目的 

   年度評価は、法人の業務運営の自主的かつ継続的な見直し・改善を促

し、法人の業務の質的向上、業務運営の効率化、透明性の確保に資するこ

とを目的として行う。 

  

３ 評価の基本方針 

   年度評価は、法人の中期目標の達成に向けた中期計画の進捗状況を確

認する観点から行い、評価に当たっては、総合的かつ効率的に行うこととす

る。 

   なお、評価の際は、法人の教育研究の特性や業務運営の自主性・自律

性に配慮するとともに、評価を通じて、法人の中期目標の達成に向けた取

組状況を市民に分かりやすく示すよう努めるものとする。 

 

４ 年度評価の実施時期 

   年度評価は、当該事業年度終了後、概ね５月以内に実施するものとす

る。 

 

５ 年度評価の実施方法 

 (1) 評価手法 

    年度評価は、その目的を効率的かつ効果的に達成するため、法人がそ

の業務実績に基づいて行う自己評価結果を踏まえ、項目別に評価のうえ、

中期計画の進捗状況について総合的な評価（全体評価）を行う。 

 

 (2) 評価項目 

    評価項目については、別表１のとおりとする。 

 

 (3) 評価基準 

    評価にあたっては、別表２の取扱いを基本に、取組状況や計画の難易

度、外的要因等、それぞれの状況を総合的に勘案して評価するものとす

る。 

 (4) 評価の手順 

  ① 項目別評価 

   ア 法人による実績報告・自己評価 

     法人は、年度計画記載事項ごと（事業単位）及び評価指標ごと（指標

単位）の業務実績（年度計画における各事業の実施状況及び事業の成

果に関する指標の達成度）を取りまとめ、(3)に定める評価基準に沿って

自己評価を行ったうえ、業務実績報告書を作成し、評価の実施時期の

属する年度の６月末日までに評価委員会に提出する。 

    

イ 評価委員会による検証・評価 
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（ア） 法人の自己評価結果の検証・評価 

     評価委員会は、法人から提出された業務実績報告書について、法人

関係者からのヒアリング等よって検証のうえ、事業単位及び指標単位で

(3)に定める評価基準に沿って評価する。 

     なお、評価委員会は、検証・評価を行ううえで必要がある場合、法人に

対して資料の追加提出を求めることができるものとする。 

 

（イ） 大項目別評価 

     評価委員会は、事業単位及び指標単位評価の結果を踏まえ、別表１

に定める大項目ごとに、(3)に定める評価基準に沿って、中期計画の進捗

状況を総合的に勘案して評価する。 

 

  ② 全体評価 

評価委員会は、項目別評価の結果を踏まえ、中期目標の達成に向け

た中期計画全体の進捗状況を総合的に勘案して評価する。 

 

(5) 評価書の作成 

  ① 評価書原案の作成及び法人からの意見の聴取 

     評価委員会は、評価の透明性・正確性を確保するため、(4)に定める手

順によって評価した結果をとりまとめ、評価書原案を作成し、法人に提示

する。      

法人は、評価書原案に対する意見を書面により評価委員会に申し出る

ものとする。 

 

② 評価書の確定 

     評価委員会は、評価書原案に対する法人からの意見を踏まえ、必要

に応じて法人関係者の説明を受けた後、当該意見の適否を審議し、当該

案に修正を加える等により評価書を確定する。 

 

６ 評価結果の取扱い 

 (1) 評価結果の通知及び公表 

評価委員会は、評価書を作成したときは、遅滞なく当該評価書を法人及

び長岡市長に送付するとともに、長岡市ホームページ等で公表する。 

 

 (2) 評価結果の活用・反映 

    法人は、評価結果を自らの業務運営等の見直しまたは改善に活用・反

映させていくものとする。 

     なお、評価委員会は、評価に際して、過去の評価結果が法人の業務運

営に活用・反映されているか確認するものとする。 

 

７ 評価方法の継続的な見直し 

   この要領については、年度評価の実施状況等を踏まえ、必要に応じて見

直すものとする。 

 

８ その他 

    この要領に定めるもののほか、評価の実施に必要な事項は、評価委員

会が別に定める。 
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別表 1：年度評価における評価項目 

評価区分 評価の対象、内容等 

項
目
別
評
価 

事業単位評価 

年度計画の第 1 から第 4 の最小項目として記載されている各事

項の達成状況 

※第 5 から第 9 に係る実績については、全体評価の際に参考情

報として用いる。 

指標単位評価 年度計画の各数値目標の達成状況 

大項目別評価 

事業単位評価及び指標単位評価を踏まえた、中期計画におけ

る 4 つの大項目ごとの進捗状況 

 

第１ 教育に関する目標 

第２ 研究に関する目標 

第３ 地域貢献に関する目標 

第４ 業務運営等に関する目標 

 

全体評価 項目別評価を踏まえた中期計画全体の進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表 2：年度評価における評価基準 

評価区分 評定 標語 評価の目安 

項
目
別
評
価 

事
業
単
位
評
価 

ｓ 年度計画を大幅に上回る 特に優れる若しくは顕著な成果 

ａ 年度計画を上回る 上回る 

ｂ 年度計画を概ね実施 実施 

ｃ 年度計画を十分に実施せず 下回るもしくは実施が不十分 

ｄ 年度計画を大幅に下回る 特に劣るもしくは実施せず 

指
標
単
位
評
価 

年度計画を大幅に上回る 達成率 100%超かつ顕著な成果 

年度計画を上回る 達成率 100%超 

年度計画を概ね実施 達成率 80%以上 100%以下 

年度計画を十分に実施せず 達成率 60%以上 80%未満 

年度計画を大幅に下回る 達成率 60%未満 

大
項
目
別
評
価 

Ｓ 中期計画の進捗は優れて順調 

大項目別（4 区分）に、中期計画

の進捗状況について、事業単位

評価及び指標単位評価から総合

的に勘案し、評価 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調 

Ｃ 中期計画の進捗はやや遅れている 

Ｄ 中期計画の進捗は遅れている 

全体評

価 

中期計画の進捗は優れて順調 

中期計画全体の進捗状況につ

いて、項目別評価から総合的に

勘案し、評価 

中期計画の進捗は順調 

中期計画の進捗は概ね順調 

中期計画の進捗はやや遅れている 

中期計画の進捗は遅れている 
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